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　8月21日（水）「令和6年度 堺市高次脳機能障害及び
その関連障害に対する支援普及事業 第2回研修会」を
開催しました。
　第1部は、大阪府警察本部 交通部 運転免許課 脇坂
課長補佐と河田氏をお招きし、「脳損傷後の運転免許
更新の留意点」について詳しくお話いただきました。自
動車運転に影響を及ぼす恐れのある病気やけがの後に

「高次脳機能障害と自動車運転再開」第2回研修会

　6月12日(水)「令和6年度　堺市高次脳機能障害及び
その関連障害に対する支援普及事業　第1回研修会」
を開催しました。
　第1部では、今年度の障害福祉サービス報酬改定で
初めて高次脳機能障害の支援について明記されたこと
から、国立障害者リハビリテーションセンター　企画・
情報部　高次脳機能障害情報・支援センター　立石博
章氏より「令和6年度　障害福祉サービス報酬改定に
おける新たな高次脳機能障害の支援」と題し、高次脳
機能障害に関する報酬改定が創設された背景とこれか
らの支援のあり方について、また、当センターの西脇氏
から高次脳機能障害（者）支援体制加算の内容につい
て情報提供を行いました。さらに、福尾氏からは、自立
訓練サービスに新設された加算要件の「社会生活の
自立度評価指標（SIM）」について情報提供を行いま
した。
　第2部では、堺市障害者就業・生活支援センター　エ
マリスの樋上一真氏より「障害のある方のこれからの

就労について」と題し、令和7年10月から始まる就労選
択支援制度についての情報提供に加え、昨今の社会情
勢や人口構造の視点から障害のある方の多様な働き方
が予想されることや支援者も変化に対応した就労支援
が必要であることについてお話をいただきました。当
日は相談支援事業所や就労支援機関から101名と多数
の参加がありました。アンケートでは「今回の報酬改定
では高次脳機能障害のある利用者様に専門的知識を
持った支援ができる人や場所が多くなるのではないか
と感じた」「高次脳機能障害への対応、支援に対し制
度の整備や報酬での評価など認識の高まりがあること
が実感できた」「制度ができるまでの背景、障害のある
方の就労について今後の動向を知ることは支援の中で
も大切に感じた」といった感想が寄せられました。
　高次脳機能障害のある方への支援、障害のある方の
働き方について、支援者が心得ておかなければならな
いことを学ぶ機会となりました。今後もより良い支援
につながる研修会を開催していきたいと思います。
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　6月2日（日）令和6年度第1回学習懇談会を開催し
ました。
当日は、当事者10名、ご家族12名（うちお子様

5名）の総勢22名と、たくさんの方がご参加ください
ました。今回は、初めての試みとして、当事者とお子
様のグループでは、ホットケーキミックスを使った
ケーキブッセ作りにチャレンジをしてもらいました。
生地づくりのための卵白やブッセにはさむ生クリー
ムを泡立てたりすることは根気のいる作業で、「手が
痛い」「ちょっと代わって欲しい」と言いながらも
グループの中で協力しながら和気あいあいと作業を
されていました。
　ご家族のグループでは、妻や夫、親などの様々な
立場から日頃のご様子を話し合い「わが家も同じ！」
といった共感や、それぞれの立場で感じる家族として
の思いを語り合いました。
　学習懇談会の最後には、当事者とお子様が作った
ケーキブッセを皆様で食べていただき、「甘さ控えめ
でおいしい」「家に帰ってまた作ろうと思うのでレシ
ピが欲しいです」などの声が上がりました。

同じ立場で話をすることで共感しあえること、今
まさに大変な思いをしている方に「私も同じ経験を
してきた」ことを伝え、今現在大変な思いをされてい
る方の道標となること、そしてまたそれを次へと繋い
でいくことは、私たち支援者にはできない、大切な
ことです。これからもそのような時間をご提供して
いきたいと思います。

令和6年度　第1回学習懇談会

運転の再開を希望する場合には、必ず公安委員会に相
談してほしいこと、免許の更新の際に求められる質問
票には正確な回答をする義務があること、などについ
て説明がありました。その中でも特に「病気やけがをさ
れた当事者の方が自己判断で運転を再開した場合に、
万が一にも事故を起こし、加害者にも被害者にもなっ
てしまわない為である」という言葉が強く心に残りまし
た。講義後には参加者からの多くの質問があり一つ一
つ丁寧に回答いただきました。
第2部では、当センター作業療法士の中岡氏より、

堺市高次脳機能障害者自動車運転技能評価事業の概
要と目的について説明したのち、センターの自立訓練に
おいて月替わりプログラムの一つとして実施している
「自動車運転再開前の気づき向上プログラム」につい
て紹介をしました。集団で行うプログラムの中で自身の
障害が運転に与える影響を知ったり、お互いに意見交
換をする中で気づきが増えていくことなどについて実
際にプログラムに参加された方の事例をもとに紹介し
ました。
　参加者は会場・オンライン合わせて90名を超え、第2
部終了後にも多数の質問をいただき、皆様の関心の高

さを改めて感じました。脳損傷後の運転再開は生活の
質（QOL）に大きく関わ
ることであり、その手続
きは少しわかりにくいの
で、今後も正確な情報の
提供と支援を継続してい
きたいと思います。 生活リハビリテーションセンター

作業療法士
中岡氏
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プラザ彩りプロジェクト
　当センターでは、自由参加プログラムとして花や
野菜を育てる園芸活動をおこなっています。初めて
の試みとして市民交流センターと共同し、健康福祉
プラザの玄関を彩るためのプロジェクトに取り組む
ことになりました。今回は比較的育てやすく、夏ら
しいミニひまわりを3種類植えました。種まきから
始め、暑い日が続く中、水をきらさないよう毎朝水
やりをおこないました。また、園芸活動の時間に
は、きれいなひまわりが咲くように、みんなで雑草
抜きをしました。時には雑草だけでなく、一緒に

ひまわりを抜いてしまいそうになりながらも、利用
者様同士でお互いに声を掛け、笑い合いながら作業
されている姿が印象的でした。作業を通して自身の
苦手に気づいたり、どうすればうまくできるのか試
行錯誤したり、他の利用者様とコミュニケーション
を取り合ったりできるのは、園芸活動の良いところ
です。
　玄関前に彩りのあるお花を飾ることで、来館者に
喜んでいただけたらうれしいです。

発声プログラム
　5月は失語症
の方を対象とし
た、発声プログ
ラムを実施しま
した。失語症の
症状の1つとし
て、言葉を思い

出しにくくなるため、話すことに自信がなくなり、
声が小さくなることがあります。また、口や舌を動
かしにくくなる場合もあり、そうなると、はっきり
と発音することが難しくなります。そこで、はっき
りと大きな声を出すことを目的に、今回は決まった
セリフの台本を読み合わせるという発声プログラム
を実施しました。
　まずは声を出すために必要な息をしっかりと出す
というところから始め、舌・口まわりの運動をおこ
なったのち、台本の読み合わせをしていきました。
音読が難しい場合は、スタッフが読む内容を復唱す
る形で行いました。読み間違いがあっても気にせず

月替わりプログラムのご紹介

に、『大きな声で聞き取りやすく』という点を目標
としました。読み合わせをしている場面をビデオ撮
影し、すぐに振り返ることで、良かった点、改善点
をお互いに確認することができました。最終回で
は、初回の映像と比較していただき、参加された利
用者様からは、「声が大きくなりました」「聞き取
りやすくなりました」などの感想があり、それぞれ
に改善点を実感してもらうことができました。
　今回は台本を用いることで、より大きな声ではっ
きりと話すことだけに焦点を当てました。この発声
方法を日常にも活用することで、よりコミュニケー
ションが図りやすくなればと思います。今後も失語
症のある方への
様々なプログラ
ムをご提案して
いきたいと思い
ます。
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バックナンバーはこちらから⇒ 生活リハだより

コグニサイズ
4月と6月はコグニサイズを行いました。コグニ

サイズとはコグニション（認知）とエクササイズ
（運動）を組み合わせた造語で、国立長寿医療研
究センターが開発した脳と身体の機能を向上させ
るための取り組みです。認知課題を含んだ運動で
すので、レクリエーション感覚で楽しめるのがコ
グニサイズの良いところです。例えば、色の名前
の書かれた色紙をできるだけ速く、指示通りにタ
ッチしていく運動では、指示者から「文字で青→
黄色→緑・・」などと指示が出されます。しか
し、実際は青の文字はピンクの色紙に書かれてい
たり、黄色の文字は紫の色紙に書いてあったりす
るため、紙の色に惑わされて文字が探しにくくなっ
ています。また、その逆のパターンで、色紙の色で
指示が出る場合もありますので、さらに混乱しや
すくなります。参加者は紙の色と文字で書かれた
色の意味を間違わないように注意しながら素早く
タッチしていかなければなりません。棒を使用し
た運動では、左隣の人に棒を投げてパスをすると
同時に、右隣の人から飛んできた棒をキャッチする
運動などを行いました。これは、棒をコントロール
するだけでなく、周りの人と呼吸を合わせなけれ

ばならず、やはり注意力が必要です。その他、動き
ながら次々と即興で創作していく体操など、頭と体
をフル回転しながら取り組んでいただきました。
　プログラムは終始なごやかな雰囲気で進み、参加
された利用者様からは「単純な筋トレよりも楽しか
った」や「疲れたけど良い運動になった」などの感
想が聞かれました。
　今後も楽しみながら積極的に取り組めるようなリ
ハビリテーションの機会を提供していけるよう、プ
ログラムの充実に取り組んでいきたいと思います。


